























国）」に比定されている。1997 年 9 月 2 日に国の史跡に指定
され，さらに 2000 年 11 月 24 日には特別史跡に昇格した。2005 年度から壱岐市によって復元整備















図 1 原の辻一支国王都復元公園 
  北東方向から望む。2014年撮影。 
































 遺跡の範囲は１㎢を上回り，2014年 3月末現在の発掘面積はおよそ 108,000㎡である9)。また 2011
年 3月末時点の特別史跡指定面積は 208,605.23㎡で，公有化率は 90.37％に達している10)。 
 発掘の成果を受けて，1995 年 4 月には壱岐・原の辻展示館（現在の原の辻ガイダンス，図 2）が
開設される。復元整備に向けて 1997 年 10 月には西谷正九州大名誉教授を委員長に，研究者や地元
の行政関係者・有識者で構成される原の辻遺跡保存整備委員会が設置された。同委員会の下で「保存









図 2 原の辻一支国王都復元公園内の復元展示配置図 
壱岐市・壱岐市教育委員会『原の辻一支国王都復元公園』（パンフレット），壱岐市・壱岐市教育委
員会，発行年不明 による。〈 〉は筆者による付記。 
←〈船着き場検出地点〉 
〈石田大原墓域〉 








に全面開園した。また 2010 年 3 月 14 日には遺跡北東の丘陵上に市立一支国博物館（長崎県埋蔵文
化財センターを併設）が開館している。なお，同館の開館に伴って，遺跡に隣接した壱岐・原の辻展
示館は原の辻ガイダンスとして衣替えすることになった。 


























化された。住居 2 棟，高床倉庫 1 棟が復元され，朝鮮
半島からの外交使節の宿所であったとされる。復元建物には「迎賓の建物」，「従者の宿舎」など具体
図 3 「主祭殿」の説明             図 4 「使節団の倉」の説明 
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